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事 務 連 絡

令和 ２年 ５月１５日

保護者 各位

関係者 各位

本部町立本部小学校 公 印

校長 上間 忠彦 省 略

臨時休業の解除及び学校再開のお知らせ

日頃より本校の教育に、ご理解とご協力を賜り、また今回の新型コロナウィルス感染症

拡大防止対策へのご協力に感謝を申し上げます。さて、緊急事態宣言の解除と、それを受

けて「新たな日常のスタート」が発表されました。本県・本町においても「学校再開」の

通知が届き、それへ向け準備に取りかかっているところであります。下記に「学校再開の

通知」の一部を抜粋しお知らせ致します。

記

１．学校再開の判断基準

（１） 政府による全国規模の緊急事態宣言の解除されたこと

（２） 沖縄県の感染経路不明の新規感染者数が「０」であること

（３） 国頭地区管内から新規感染者が発生していないこと

（４） 感染者数多数の地域から離れた場所であること

２．登校について

上記「１」の理由から、幼稚園も含め、

（１） ５月２１日（木）から、「一斉登校」とする。

（２）「分散登校」の可能性も。ーー 県内で上記の「判断基準」が崩れた場合。

（３） ５月２１日・２２日については、「給食なし」で、午前中授業とする。

（４） ５月２５日（月）以降は、「給食あり」で、通常登校・通常授業とする。

３．入学式について

（１） ５月２２日（金）に、「本部小学校・入学式」を開催する。

（２） 新入生・保護者・関係職員のみで行い、他学年は、「授業」を実施する。

（３）「給食なし」なので入学式終了後、新入生は保護者と共に下校する。

（４） 在学生（２～６年）も午前中授業で下校する。スクールバスも通常運行する。

（５） 入学式開催の留意事項

① 消毒液設置、換気など感染拡大防止に万全を期す。

② ３密（密閉・密集・密接）を回避する会場設営に配慮する。

③ 発熱、咳など風邪症状がある方、体調不良の方の参加は、ご遠慮願う。
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４．学校再開後の学校生活

（１） 各教科活動

◆基本的に「教育課程」を見直し（行事も含めて）して、再編成する。

◆音楽、体育・保健体育、家庭科、図工、総合的な学習の時間の見直し。

（２） 教室の授業

◆教室内も、３密を避け可能な範囲で席を離して授業を実施する。

◆エアコン利用の際にも、扇風機を併用し、換気する時間帯を設定する。

◆学校内・教室内は、５月中はマスク着用を義務とし、６月以降は奨励とする。

（３） 給食について

◆手洗いを徹底し、給食当番はマスク着用を徹底する。

◆食べる際にも、机を向かい合わせにせず（グループを作らず）食べる。

（４） 登下校について

◆バスは、通常運行するが、乗車の際にも必ずマスク着用を義務づける。

（５） 健康観察について

◆毎朝の「検温」及び「風邪症状」の確認を徹底する。

◆同居家族に関しても、「検温、体調管理」を徹底し、異変がある場合は、学校へ

連絡してもらう。

（６） 体調不良児童への対応と出欠の取り扱い・児童の心のケア

◆体調不良児童や保健所に濃厚接触者とされた児童は、登校させない。

◆その場合は、「出席停止」扱いとする。欠席ではありません。

◆保護者が感染防止の理由から登校を見合わせる場合、５月中は「出席停止」。

◆心理的ストレスを抱えている児童に対して、個別に心の健康相談を行う。

（７） 教材教具の管理

◆多くの児童が触れる場所や、共用の教材・教具など適切に消毒など対処する。

（８） 新型コロナウィルスについて理解する

◆児童に対して、新型コロナウィルスに関する正しい知識を身に付けさせると共に、

児童が感染のリスクを自ら判断し、これを避ける行動をとる事ができるように、

指導すること。（危機回避能力、自己管理能力）

（９） 特定警戒都道府県へ渡航、又は、その地域からの転入生

◆来沖した日の翌日から２週間（原則）は、自宅待機するものとする。その後、

健康状態に問題がなければ登校させること。

５．放課後の部活動等

放課後のスポーツ活動や部活動は、学校再開と共に実施可能とする。但し、長期休業

中で、体力や心理的に不調を訴える児童もいるであろう。段階的に、児童の心身の健康

状況に留意しながら、また、下記の点に留意しながら、指導すること。

（１） 発熱または、体調不良（咳、倦怠感など）の場合は、活動を自粛させる。

（２） 指導者及び顧問が「管理（３密、感染予防）・指導」のもと、活動を行うこと。

（３） 練習道具の衛生管理、部室とでの過ごし方、練習前後とうのルールを守る。

（４） 感染拡大防止については、指導者や顧問が責任を持って対応すること。

（以上、通知文より抜粋）


